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で、事業主体は（株）生活科学運営という高

齢期の住まいを提供してきた会社です。４

階から６階は介護が必要な高齢者の為のシ

ニアハウス、７階から１１階は自立した高

齢者のための住宅ライフハウスです。１２

階には展望浴室、１階にはレストラン、診療

所、０～２歳児を対象にした保育園、多目的

室、事務室などがあります。このような構成

に中に、多世代の賃貸コレクティブハウス

かんかん森があります。（断面図）

かんかん森の平面図をみていただくと、

大きな特徴に気づかれると思います。（平面

図）まず２階に、大きな食堂とリビングルー

ム、キッチン、他に障害者用トイレ、洗濯室、

家事コーナー、３階に居住者組合事務室、倉

庫、S O H O があります。これらはコモンス
ペースとして住居の一部であり、各住戸か

ら面積の１３％程度を出し合う形で、生み

出され約１６６㎡あります。このコモンス

ペースの家賃も住まい手の皆さんによって

支払われます。コレクティブハウジングで

は、一人や小さい家族では持てない空間や

機能を共同して出し合うことで生み出し、

豊かな、可能性の広がる空間や合理的な設
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コレクティブハウスかんかん森はJR日暮
里駅から徒歩１５分ほどの荒川区東日暮里

３丁目に建設中の日暮里コミュニティハウ

スの２、３階にできる２８戸の賃貸集合住

宅です。入居は２００３年６月の予定で現

在建物の建設と居住者のコミュニティづく

りが進められています。

　コレクティブハウスとは何か？聞き慣れ

ない名前と思われる方も多いかもしれませ

ん。

かんかん森の特徴をお話しながら、私達

が目指している、新しい共に住む形コレク

ティブハウジングについて御紹介したいと

思います。

日暮里コミュニティハウスは１２階建て
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備機能などをもち、なんでも個々の住戸に

持込むのではなく、住戸はトイレやキッチ

ンは完備し、コンパクトでも心地よいプラ

イベートな空間づくりをします。

また、住戸の大きさがまちまちであるこ

とにも気がつかれると思います。多世代の

コミュニティを目指しているかんかん森は

２５㎡～６１㎡までバリエーションに富ん

だ住戸があります。　一人暮らし、数人の家

族など様々な家族構成や収入、居住形態の

方々が集まるには、単一な住宅プランでは

対応出来ないということから、一つの集合

住宅の中でいくつかのタイプが選べるよう

な住戸計画を検討してきました。家賃はコ

モンスペース分も含み７万１千円～１７万

４千円です。

現在かんかん森住戸は１３戸が予約され

ています。居住者組合　「森の風」のメン

バーは１７歳～７０歳まで２０人おり、男

女比はほぼ１：２となっています。シングル

の方が１２人、夫婦、親子、他人同士のシェ

アー希望などの二人暮し予定が８人という

構成で、様々な年代、様々な経歴、家族構成

の方々が混在し、多様な方々の集まるコ

ミュニティになっています。まだ。１５戸の

空室がありさらに豊かなバラエティーのあ

る参加者募集中で、月に２回説明会を開い

ています。

もう一つかんかん森の大きな特徴は、住

まい手の参加による計画づくりと住まい手

自身による自主管理、運営という点です。か

んかん森の計画は２００１年１月の参加者

募集以来、参加希望者がワークショップ形

式で参加しながら進められて来ました。

ワークショップの運営や住まい手のコー

ディネートは私達N P O コレクティブハウジ
ング社が事業主体から委託を受けて行って

きました。

はじめは「コレクティブハウスつくろう

ワークショップ」と題し、コレクティブハウ

スを知り、また自分のしたい暮しを考え、コ

モンスペースのゾーニング、内容、住戸との

関係などを図面や、原寸体験などを交えな

がら７回シリーズのワークショップ（WS）で

検討し、さらに第２期「豊かな暮しづくりの

ワークショップ」６月～１０月全６回によ

り、設計計画に反映できる内容をまとめま

した。この２つののワークショップの参加

者は延べで１００人以上だったと思います

が　年末に居住希望者として住戸を希望し

たのは１０人でした。このメンバーが中心

になって、２００２年１月　コレクティブ

ハウスかんかん森　居住者組合「森の風」が

設立されました。

また、コレクティブハウジングは住まい

手による、建物の管理、共同の掃除、夕食づ

くり、庭づくり、エコロジカルな暮し方な

ど、空間を活かしながら暮しの主体的運営

をすることで豊かで経済的な暮しを実現し

ます。現在、「森の風」は月１回の定例会、４
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地域住民とともに、誇

りをもって働きたい
～タクシー労働者が自ら出資して

「ワー力ーズコープタクシー」を設立～

廣瀬早美

（ワーカーズコープタクシー福岡代表取締役）

　

１．事業の概要

（1）設立メンバーの参加条件は、①目交総連
の組合員であること②所属単組が推薦した

人③一人 10 0 万円を拠出（30 万円は退職時
に返済、70万円は十年据え置き後、2年目か
ら 4年間で分割返済）。
　参加者以外からの拠出金は 1 3 人から
1 ,37 0 万円集まった。

（2）当面、志免営業所1カ所、タクシー車両
15台 43人体制（予定年商 1億 6千万円）で
出発し、早急に前原営業所（5 台 9 人体制）
を申請する予定。

3年以内に50台12 0人体制（目標年商8億
円）を目指す。

（3）7月 23日に営業許可申請をし、10月 22
日にヒアリングと事業主試験が終わり、11
月末に許可される予定。

　許可が下りれば、12月15日からタクシー
事業を開始。介護タクシーは、12月 10日迄
に申請し 1月から始める。
　その他、損害保険代理店業務（9 月 1 0 日
から契約 21 件）、生命保険募集業務（10 月
22 日から契約 2 件）は現在営業を始めてい

人で３０人分の夕食を試験的に作り、希望

者が食べるお試しクッキングとコモンミー

ル、　建設・緑化・備品・暮し方・ペット・省

エネ・広報など１１の委員会活動など様々

な活動を行いつつ、自立と共同の暮しのイ

メージを具体化することに取り組んでいま

す。半年前までは見ず知らずの人々が、誰か

が作った食事を笑いながら食べている、

ジェンダー学習会や、光ファイバーの検討、

ガーデニングの研究、それぞれが自分の

やってみたいことを企画し新しい刺激がみ

んなを生き生きさせる。話し合いがまとま

らない時もあるし、お金の心配もある。で

も、空間と時間、エネルギー、みんなの知恵

を重ね合わせて、豊かで経済的な協働が生

きる暮しが少しづつ皆さんによって見えて

来ています。

こうしたプロセスがコレクティブ人を育て

ることを私達も実感しながら、現在は住ま

い手の活動、ネットワークづくりの支援を

しています。




